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障
害
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の
日
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生
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活
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総
合
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す
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た
め
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法
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指
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指
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縦
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〇
地
方
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育
行
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組
織
及
び
運
営
に
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す
る
法
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に
基
づ
く
直
接
請
求
に
要
す
る
選

　

挙
権
を
有
す
る
者
の
数 

九

〇
宮
城
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
政
見
放
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
基
幹
放
送
事
業
者
及

　

び
政
見
放
送
の
回
数 

九

収
用
委
員
会

〇
国
道
四
十
五
号
気
仙
沼
大
峠
山
事
件
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開
始
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定
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更
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件
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手
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開
始
決
定
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更
正
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一
〇

〇
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
公
示
送
達 

一
〇

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
一
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
三
五
五

き
ゅ
う

石
巻
市
中
央
二
丁
目
七

番
六
号
開
北
ビ
ル
一
階

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

株
式
会
社
北
村

笑
店

平
成
二
十
九
年

九
月
一
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
三
六
三

み
っ
ち
ゃ
ん
ち

石
巻
市
中
央
三
丁
目
一

番
三
十
二
号

生
活
介
護

特
定
非
営
利
活

動
法
人
髙
橋
園

平
成
二
十
九
年

九
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
二
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

大
崎
西
部
２
期

水
利
施
設
整
備
事
業（
基
幹
水
利
施
設
整
備
型
）
平
成
二
十
九
年
六
月
十
三
日

田
尻
排
水
機
場

水
利
施
設
整
備
事
業（
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
）
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

河
南
４
期

農
村
地
域
復
興
再
生
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農

地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
））

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。
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平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
伊
里
前
四
五
の
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
南
三
陸
町
役
場
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
四
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
牡
鹿
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
五
号

　

登
米
市
か
ら
登
米
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

種
類　

登
米
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
六
号

　

松
島
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

松
島
町
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
七
号

　

大
衡
村
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
八
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
の
免
許
を

取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

免
許
取
消
年
月
日

氏　
　

名

一
級
建
築
士
、
二

級
建
築
士
又
は
木

造
建
築
士
の
別

登
録
番
号

免
許
取
消
し
の
理
由

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

井
上　

昭
道

二
級
建
築
士

第
四
百
六
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

安
藤　

榮
吉

二
級
建
築
士

第
六
百
八
十
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

横
田　

慶
一

二
級
建
築
士

第
七
百
七
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

加
藤　

錦
彌

二
級
建
築
士

第
七
百
九
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

水
野　

昭

二
級
建
築
士

第
九
百
七
十
四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

小
畑　

栄
三

二
級
建
築
士

第
千
三
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項



（3）　平成29年９月８日　金曜日 第2890号宮　　城　　県　　公　　報

十
一
日

郎

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

大
沼　

弘
一

二
級
建
築
士

第
千
八
十
七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

渡
辺　

長
平

二
級
建
築
士

第
千
三
百
二
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

石
澤　

国
雄

二
級
建
築
士

第
千
四
百
十
八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

佐
藤　

今
朝

治
郎

二
級
建
築
士

第
千
四
百
四
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

齋
藤　

新
一

二
級
建
築
士

第
千
四
百
六
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

福
島　

正
治

二
級
建
築
士

第
千
四
百
七
十
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

千
葉　

忠
夫

二
級
建
築
士

第
千
四
百
八
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

千
田　

仁

二
級
建
築
士

第
千
五
百
十
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

伊
藤　

昭
太

二
級
建
築
士

第
千
五
百
四
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

小
野
寺　

吉

夫

二
級
建
築
士

第
千
五
百
六
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

相
沢　

礼
典

二
級
建
築
士

第
千
五
百
八
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

大
塚　

昭
作

二
級
建
築
士

第
千
六
百
五
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

菅
原　

辰
夫

二
級
建
築
士

第
千
八
百
六
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

千
葉　

誠
次

二
級
建
築
士

第
千
八
百
九
十
六

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

二
階
堂　

哲

郎

二
級
建
築
士

第
千
八
百
九
十
七

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

安
居　

勇
吉

二
級
建
築
士

第
千
八
百
九
十
九

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

熊
谷　

吉
春

二
級
建
築
士

第
千
九
百
二
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

日
野　

昭
喜

二
級
建
築
士

第
千
九
百
三
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

千
葉　

勇
之

進

二
級
建
築
士

第
二
千
三
百
五
十

八
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

菅
原　

愽

二
級
建
築
士

第
二
千
五
百
四
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

眞
山　

昇

二
級
建
築
士

第
二
千
六
百
十
三

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

日
野　

博

二
級
建
築
士

第
二
千
六
百
六
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

佐
々
木　

次

夫

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
三
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

松
野　

清
四

郎

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
六
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

杉
村　

秋
男

二
級
建
築
士

第
二
千
七
百
九
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

八
重
樫　

國

光

二
級
建
築
士

第
二
千
九
百
九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

高
野　

匠
一

二
級
建
築
士

第
三
千
百
三
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

相
沢　

孝
雄

二
級
建
築
士

第
三
千
百
八
十
一

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

齋
藤　

操

二
級
建
築
士

第
三
千
三
百
四
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

三
條　

誠
一

二
級
建
築
士

第
三
千
五
百
六
十

四
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

佐
藤　

俊
一

二
級
建
築
士

第
三
千
六
百
九
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

伊
藤　

貫
一

二
級
建
築
士

第
三
千
九
百
六
十

九
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

木
村　

国
男

二
級
建
築
士

第
四
千
五
百
六
十

三
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

高
橋　

保

二
級
建
築
士

第
四
千
八
百
一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

倉
金　

政
勝

二
級
建
築
士

第
四
千
八
百
四
十

一
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

白
井　

博

二
級
建
築
士

第
六
千
六
百
九
十

七
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

中
嶋　

正
一

二
級
建
築
士

第
七
千
二
十
二
号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

遠
藤　

和
雄

二
級
建
築
士

第
七
千
二
百
十
八

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

斉
藤　

實

二
級
建
築
士

第
七
千
六
百
六
十

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め

平
成
二
十
九
年
八
月
三

十
一
日

庄
司　

金
平

二
級
建
築
士

第
八
千
百
二
十
四

号

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項

第
三
号
に
該
当
す
る
た
め
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〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
九
号

　

土
地
改
良
法（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
七
ヶ

浜
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

睦　
　

男　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

我　

妻　

周　

悦

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
鶴
ヶ
湊
七
十

五
番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

佐　

藤　

壮　

一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
要
害
十
四
番

地

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

寺　

澤　

善　

二

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
五
月
田
六
十

八
番
地
の
二
十

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

米　
　
　

善　

蔵

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
影
田
三
十

六
番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

和　

泉　

正　

栄

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
中
田
六
番

地
の
七

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

岩　

本　

松　

治

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
二
丁
目
九
番
地
の

一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

伊　

藤　

新　

一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
東
兼
田
十
六

番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

星　
　
　

辰　

男

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
松
ケ
浜
字
浜
屋
敷
二
十

三
番
地

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

鈴　

木　

利　

雄

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
笹
山
十
五
番
地
の
八

監　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日

齋　

藤　

庄　

英

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
影
田
六
番

地
の
四

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

我　

妻　

周　

悦

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
鶴
ヶ
湊
七
十

五
番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

佐　

藤　

壮　

一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
要
害
十
四
番

地

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

寺　

澤　

善　

二

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
五
月
田
六
十

八
番
地
の
二
十

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

米　
　
　

善　

蔵

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ケ
崎
浜
字
影
田
三
十

六
番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

和　

泉　

正　

栄

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
中
田
六
番

地
の
七

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

岩　

本　

松　

治

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
二
丁
目
九
番
地
の

一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

伊　

藤　

新　

一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
東
兼
田
十
六

番
地
の
一

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

加　

藤　

壽　

治

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
松
ケ
浜
字
謡
三
十
六
番

地
の
十
二

理　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

太　

宰　

藤
一
郎

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
字
熊
野
四
十
八
番

地
の
二

監　

事

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日

鈴　

木　

利　

雄

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
笹
山
十
五
番
地
の
八

監　

事

公　
　
　

告

〇
県
営
王
沢
地
区
土
地
改
良
事
業
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
行
う
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
の
二
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
を
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
概
要
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

県
営
王
沢
地
区
土
地
改
良
事
業
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）
変
更
計
画
概
要
書

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

四　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

１　

提
出
期
限　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日
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２　

提
出
方
法　

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
長
宛
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

送
付
先　

〒
九
八
七

－

二
二
五
一　

栗
原
市
藤
木
五

－

一

　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
ｎ
ｈ

－

ｋ
ｎ
ｎ
ｒ

－

ｍ
ａ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
ｇ
ｉ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

　

３ 　

意
見
書
の
様
式
等　

様
式
は
任
意
で
す
が
、
言
語
は
日
本
語
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
氏
名
（
法
人
名
）
及
び
連

絡
先
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４ 　

意
見
書
の
取
扱
い　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
内
容
は
、
栗
原
市
役
所
で
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ

れ
た
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

　

５　

そ
の
他　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所

日　
　
　
　
　
　
　
　

時

場　
　
　
　
　
　
　

所

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
七
時
か
ら

栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目
六
番
一
号

栗
原
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

二　

件
名

　
　

栗
原
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

三　

公
述
申
出
者
の
資
格

　

 　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
申
出
者
」
と
い
う
。）
は
、

栗
原
市
及
び
登
米
市
の
住
民
又
は
利
害
関
係
人
と
す
る
。

四　

公
述
の
申
出
等

　

１ 　

公
述
申
出
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

法
人
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
法
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及

び
当
該
法
人
と
の
関
係
）
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公
述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申

し
出
る
こ
と
。

　

２ 　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書
を

郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
受
け
付
け
る
。

　

３ 　

意
見
の
要
旨
の
全
部
が
こ
の
素
案
に
関
係
し
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
意

見
の
要
旨
に
こ
の
素
案
と
関
係
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
当
該
部
分
の
公
述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

４ 　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
の
受
付
に
申
し
込
む
こ
と
。
た
だ
し
、
入
場
は
先
着
順

と
す
る
の
で
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

五　

素
案
の
概
要

　
　

栗
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

　

１　

都
市
計
画
の
目
標

　

２　

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

　

３　

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈠　

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈡　

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈢　

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈣　

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈤　

防
災
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

六　

そ
の
他

　

 　

こ
の
公
聴
会
及
び
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
一
三
二
・
三
一
三
四
）
に
行
う
こ
と
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所

日　
　
　
　
　
　
　
　

時

場　
　
　
　
　
　
　

所

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
七
時
か
ら

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
六
番
地
一

登
米
市
役
所
迫
庁
舎

二　

件
名

　
　

登
米
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

三　

公
述
申
出
者
の
資
格
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公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
申
出
者
」
と
い
う
。）
は
、

登
米
市
の
住
民
又
は
利
害
関
係
人
と
す
る
。

四　

公
述
の
申
出
等

　

１ 　

公
述
申
出
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

法
人
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
法
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及

び
当
該
法
人
と
の
関
係
）
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公
述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申

し
出
る
こ
と
。

　

２ 　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書
を

郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
受
け
付
け
る
。

　

３ 　

意
見
の
要
旨
の
全
部
が
こ
の
素
案
に
関
係
し
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
意

見
の
要
旨
に
こ
の
素
案
と
関
係
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
当
該
部
分
の
公
述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

４ 　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
の
受
付
に
申
し
込
む
こ
と
。
た
だ
し
、
入
場
は
先
着
順

と
す
る
の
で
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

五　

素
案
の
概
要

　
　

登
米
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

　

１　

都
市
計
画
の
目
標

　

２　

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

　

３　

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈠　

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈡　

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈢　

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈣　

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈤　

防
災
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

六　

そ
の
他

　

 　

こ
の
公
聴
会
及
び
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
一
三
二
・
三
一
三
四
）
に
行
う
こ
と
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所

日　
　
　
　
　
　
　
　

時

場　
　
　
　
　
　
　

所

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
七
時
か
ら

大
崎
市
古
川
七
日
町
一
番
一
号

大
崎
市
役
所
東
庁
舎

二　

件
名

　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

三　

公
述
申
出
者
の
資
格

　

 　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
申
出
者
」
と
い
う
。）
は
、

大
崎
市
、
加
美
町
、
涌
谷
町
及
び
美
里
町
の
住
民
又
は
利
害
関
係
人
と
す
る
。

四　

公
述
の
申
出
等

　

１ 　

公
述
申
出
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

法
人
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
法
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及

び
当
該
法
人
と
の
関
係
）
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公
述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申

し
出
る
こ
と
。

　

２ 　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
日
（
水
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書
を

郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
受
け
付
け
る
。

　

３ 　

意
見
の
要
旨
の
全
部
が
こ
の
素
案
に
関
係
し
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
意

見
の
要
旨
に
こ
の
素
案
と
関
係
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
当
該
部
分
の
公
述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

４ 　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
の
受
付
に
申
し
込
む
こ
と
。
た
だ
し
、
入
場
は
先
着
順

と
す
る
の
で
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

五　

素
案
の
概
要

　
　

大
崎
広
域
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

　

１　

都
市
計
画
の
目
標

　

２　

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

　

３　

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈠　

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針
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㈡　

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈢　

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈣　

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈤　

防
災
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

六　

そ
の
他

　

 　

こ
の
公
聴
会
及
び
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
一
三
二
・
三
一
三
四
）
に
行
う
こ
と
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所

日　
　
　
　
　
　
　
　

時

場　
　
　
　
　
　
　

所

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
七
時
か
ら

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
西
長
崎
五
番
地
八

大
郷
町
役
場

二　

件
名

　
　

大
郷
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

三　

公
述
申
出
者
の
資
格

　

 　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
申
出
者
」
と
い
う
。）
は
、

大
郷
町
の
住
民
又
は
利
害
関
係
人
と
す
る
。

四　

公
述
の
申
出
等

　

１ 　

公
述
申
出
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

法
人
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
法
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及

び
当
該
法
人
と
の
関
係
）
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公
述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申

し
出
る
こ
と
。

　

２ 　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
一
日
（
木
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
受
け
付
け
る
。

　

３ 　

意
見
の
要
旨
の
全
部
が
こ
の
素
案
に
関
係
し
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
意

見
の
要
旨
に
こ
の
素
案
と
関
係
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
当
該
部
分
の
公
述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

４ 　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
の
受
付
に
申
し
込
む
こ
と
。
た
だ
し
、
入
場
は
先
着
順

と
す
る
の
で
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

五　

素
案
の
概
要

　
　

大
郷
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

　

１　

都
市
計
画
の
目
標

　

２　

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

　

３　

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈠　

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈡　

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈢　

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈣　

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈤　

防
災
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

六　

そ
の
他

　

 　

こ
の
公
聴
会
及
び
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
一
三
二
・
三
一
三
四
）
に
行
う
こ
と
。

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴

会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

公
聴
会
の
日
時
及
び
場
所

日　
　
　
　
　
　
　
　

時

場　
　
　
　
　
　
　

所

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら

石
巻
市
成
田
字
小
塚
裏
畑
五
十
四
番
地

石
巻
市
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

二　

件
名

　
　

河
北
都
市
計
画
の
変
更
（
素
案
）
に
つ
い
て

三　

公
述
申
出
者
の
資
格

　

 　

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
者
（
以
下
「
公
述
申
出
者
」
と
い
う
。）
は
、
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石
巻
市
の
住
民
又
は
利
害
関
係
人
と
す
る
。

四　

公
述
の
申
出
等

　

１ 　

公
述
申
出
者
は
、
意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及
び
職
業
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、

法
人
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
法
人
を
代
表
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
年
齢
及

び
当
該
法
人
と
の
関
係
）
を
記
載
し
た
書
面
（
以
下
「
公
述
申
出
書
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
宮
城
県
知
事
に
申

し
出
る
こ
と
。

　

２ 　

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
述
申
出
書

を
郵
送
す
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
受
け
付
け
る
。

　

３ 　

意
見
の
要
旨
の
全
部
が
こ
の
素
案
に
関
係
し
な
い
と
き
、
又
は
意
見
の
要
旨
を
同
じ
く
す
る
者
が
多
数
あ
る
と

き
は
、
公
述
人
に
選
定
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
公
述
人
が
多
数
あ
る
と
き
は
公
述
の
時
間
を
制
限
し
、
意

見
の
要
旨
に
こ
の
素
案
と
関
係
な
い
部
分
が
あ
る
と
き
は
当
該
部
分
の
公
述
を
認
め
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

４ 　

公
聴
会
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場
の
受
付
に
申
し
込
む
こ
と
。
た
だ
し
、
入
場
は
先
着
順

と
す
る
の
で
、
満
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
公
述
人
に
選
定
さ
れ
た
者
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
の
開
催
を
取
り
や
め
る
。

五　

素
案
の
概
要

　
　

河
北
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更
し
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

　

１　

都
市
計
画
の
目
標

　

２　

区
域
区
分
の
決
定
の
有
無

　

３　

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈠　

土
地
利
用
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈡　

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈢　

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈣　

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

　
　

㈤　

防
災
に
関
す
る
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

六　

そ
の
他

　

 　

こ
の
公
聴
会
及
び
素
案
の
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇
二
二

－

二
一
一

－

三
一
三
二
・
三
一
三
四
）
に
行
う
こ
と
。

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
一
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
平
成
二
十
九
年
八
月
十
六
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

証
票
番
号

○ 候 　

第
三
号
の
〇
三
二

証
票
番
号

○ 団 　

第
三
号
の
〇
三
〇

〇
宮
選
管
告
示
第
百
二
号

　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
現
在
に
お
け
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項

及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
並
び
に
第

七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に

要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て

は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て

得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

一　

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
五
十
分
の
一
の
数

　
　

三
八
、
九
三
一

二 　

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
八
十
万
を
超

え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数

　
　

三
四
三
、
三
一
六

三　

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
分
の
一
の
数

　
　

青

葉

選

挙

区　
　

八
一
、
六
九
一　
　
　
　

岩

沼

選

挙

区　
　

一
二
、
二
〇
一

　
　

宮
城
野
選
挙
区　
　

五
二
、
七
〇
六　
　
　
　

登

米

選

挙

区　
　

二
三
、
一
四
六
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若

林

選

挙

区　
　

三
七
、
六
二
二　
　
　
　

栗

原

選

挙

区　
　

二
〇
、
一
九
三

　
　

太

白

選

挙

区　
　

六
三
、
三
五
九　
　
　
　

東
松
島
選
挙
区　
　

一
一
、
二
一
七

　
　

泉

選

挙

区　
　

六
〇
、
〇
五
三　
　
　
　

大

崎

選

挙

区　
　

三
七
、
一
九
五

　
　

石
巻
・
牡
鹿
選
挙
区　
　

四
三
、
七
四
八　
　
　
　

柴

田

選

挙

区　
　

二
三
、
一
五
二

　
　

塩

釜

選

挙

区　
　

一
五
、
七
八
四　
　
　
　

亘

理

選

挙

区　
　

一
三
、
二
二
九

　
　

気
仙
沼
・
本
吉
選
挙
区　
　

二
二
、
八
〇
〇　
　
　
　

宮

城

選

挙

区　
　

一
四
、
一
二
二

　
　

白
石
・
刈
田
選
挙
区　
　

一
四
、
〇
二
七　
　
　
　

富
谷
・
黒
川
選
挙
区　
　

二
五
、
四
〇
二

　
　

名

取

選

挙

区　
　

二
一
、
一
三
九　
　
　
　

加

美

選

挙

区　
　
　

八
、
八
四
六

　
　

角
田
・
伊
具
選
挙
区　
　

一
二
、
六
二
九　
　
　
　

遠

田

選

挙

区　
　

一
一
、
九
一
九

　
　

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
選
挙
区　
　

二
二
、
六
六
九

〇
宮
選
管
告
示
第
百
三
号

　

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日
現
在
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
直
接
請
求
に
要
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
八
十
万
を
超
え

る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た

数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　

三
四
三
、
三
一
六

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
号

　

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
二
日
執
行
の
宮
城
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
、
政
見
放
送
及
び
経
歴
放
送
実
施
規
程
（
平
成

六
年
自
治
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
候
補
者
が
政
見
放
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
基
幹

放
送
事
業
者
及
び
当
該
基
幹
放
送
事
業
者
の
放
送
設
備
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
候
補
者
一
人
当
た
り
の
政
見
放
送

の
回
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
九
月
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

テ

レ

ビ

ジ

ョ

ン

放

送

ラ

ジ

オ

放

送

基
幹
放
送
事
業
者
名

回　

数

基
幹
放
送
事
業
者
名

回　

数

株

式

会

社

仙

台

放

送

株
式
会
社
宮
城
テ
レ
ビ
放
送

一二

東

北

放

送

株

式

会

社

一

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
30号

　
平
成
29年
５
月
29日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
一
般
国
道
45号
改
築
工
事
（
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
・
宮
城
県
気
仙

沼
市
松
崎
高
谷
地
内
か
ら
同
市
唐
桑
町
只
越
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
市
道
付
替
工
事
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決

定
に
つ
い
て
，
次
の
と
お
り
更
正
す
る
。

　
　
平
成
29年
９
月
８
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
土
地
所
有
者
の
住
所
の
変
更

　
　
裁
決
手
続
開
始
決
定
書
「
４
　
土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所
⑵
山
林
部
分
」
中

　
　
「
宮
城
県
気
仙
沼
市
波
板
272番

地
」
を
「
宮
城
県
気
仙
沼
市
浪
板
272番

地
」
に
改
め
る
。

２
　
登
記
名
義
人
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
21の
項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

村
上
　
綸
香
　
上
記
代
理
人
（
親
権
者
）
村
上
　
博
子

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
26の
項
住
所
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
浪
板
205番

地
21

た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
住
所
　
気
仙
沼
市
弁
天
町
二
丁
目
１
番
３
号

　
　
別
表
第
１
の
番
号
41の
項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

熊
谷
　
忠
夫
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
熊
谷
　
忠
雄

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
50の
項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

小
松
　
重
右
衛
門
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
小
松
　
重
右
エ
門

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
83の
項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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小
野
寺
　
ハ
ル
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
小
野
寺
　
は
る

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
103の

項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

髙
橋
　
正
尾
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
髙
橋
　
正
雄

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
117の

項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

小
野
寺
　
五
左
衛
門
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
小
野
寺
　
五
左
エ
門

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
，
別
表
第
３
及
び
別
表
第
４
の
番
号
128の

項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

青
柳
　
正
市
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
青
栁
　
正
市

　
　
別
表
第
１
，
別
表
第
２
及
び
別
表
第
４
の
番
号
133の

項
氏
名
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

髙
倉
　
梅
之
助
　
た
だ
し
，
登
記
簿
上
の
氏
名
　
髙
橋
　
梅
之
助

３
　
登
記
名
義
人
の
う
ち
死
亡
し
て
い
る
者
の
法
定
相
続
人
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更

　
　
別
紙
の
と
お
り

　
（
注
）
 別
紙
は
，
宮
城
県
収
用
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務
時

間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
31号

　
平
成
29年
３
月
６
日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
大
谷
川
地
区
海
岸
改
修
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）
及
び
県
道
女
川
牡
鹿
線
改
築
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）（
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
）
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決
定
に
つ
い
て
，

平
成
29年
８
月
28日
付
け
で
別
紙
の
と
お
り
更
正
す
る
。

　
（
注
）
 別
紙
は
，
宮
城
県
収
用
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務
時

間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

　
　
平
成
29年
９
月
８
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
32号

　
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
66条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
送

達
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
出
頭
の
上
そ
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
　
平
成
29年
９
月
８
日

 
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
送
達
す
べ
き
書
類

　
　
平
成
29年
９
月
１
日
付
け
宮
収
号
外
通
知
文

　
　
平
成
29年
８
月
28日
付
け
権
利
取
得
裁
決
書
及
び
明
渡
裁
決
書

２
　
送
達
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
髙
橋
　
政
人
　
 住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
　
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
市
ノ
坪
270番

地

　
ヴ
ィ
ラ
ド
フ
ァ
ミ
ー
ユ
302佐

藤
方

　
　
阿
部
　
清
美
　
 住
所
・
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
住
民
票
の
住
所
　
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
出
島
字
出
島
79番
地

の
１


